
資料２

【 １ 】 集落営農の概況について

１　活動の目的について

     集落営農の活動目的として、該当する番号（すべて）を○で囲んでください。

２　組織の構成について

(1) 代表者の年齢、性別

代表者の年齢を記入し 性別を○で囲んでください

農政事務所等番号

（平成23年３月１日現在）

その他

1 2 4

地域の農地の
維持管理のため

地域の生産調整の
実施主体となるため

農　林　水　産　省

秘 市町村コード

集落営農実態調査　集落営農活動実態調査票

調査経営体番号
（通し番号）

101

所得をあげて地域農業
の担い手となるため

3

○この調査は、農林水産省が平成23年２月１日に実施した「集落営農実態調査 集落営農実態調査票」に

より、「農産物の生産・販売を行っている集落営農」として把握した組織を対象に実施しています。

○この調査は、集落営農の育成・確保に関する各種施策の企画・立案に必要な資料を整備することを目的

に、皆様の集落営農の活動内容等を把握するものです。

○この調査で得られた個々の結果は、外に漏らしたり課税等の資料に利用することなく、秘密を厳守する

ことが法律により定められておりますので、ありのままをお答えくださいますよう、ご協力お願いします。

     代表者の年齢を記入し、性別を○で囲んでください。

(2) オペレーター数 (3) 主たる従事者数

     集落営農の構成員のうち、過去１年間に農業用      集落営農の構成員のうち、あなたの集落営農

  機械を操作した方（オペレーター）について、性別   が行う耕作又は養畜を主に担い、他産業並みの

  年齢別の人数を記入してください。   所得を目指している、又は、得ている方について、

  性別年齢別の人数を記入してください。

(4) 構成農家の状況

     集落営農の構成農家のうち、農産物販売収入のない農家（個別の農業経営を行っていない農家）の占

  める割合を○ （一つ）で囲んでください。
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(5) 後継者の状況

     今後（おおむね５年先を見据え）、営農活動を継続していくための後継者（労働力）の確保状況を○で

  囲んでください。

     確保先として考えられる対象について、該当する番号（すべて）を○で囲んでください。

   

【 ２ 】 集落営農の農業生産について

１　取組農産物の状況

     組織として、過去１年間に生産・販売に取り組んだ農産物と、今後取り組む予定の農産物について、
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     組織として、過去１年間に生産 販売に取り組んだ農産物と、今後取り組む予定の農産物に いて、

  該当する番号（すべて）を○で囲んでください（構成農家が個別に生産・販売した農産物は除きます。）。

     また、取り組んだ農産物のうち、販売金額が最も高かった農産物について、該当する番号（一つ）を

  ○で囲んでください。
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２　農作業の体制

    以下の農産物の中で、過去１年間に組織として生産・販売に取り組んだ農産物がある場合、その農作

 業の体制として、該当する番号（一つ）をそれぞれ○で囲んでください（構成農家が個別に生産・販売

 した農産物は除きます。）。

【 ３ 】 集落営農の収支・資産の状況ついて

１　農業用機械・施設等の状況

(1) 過去１年間に、集落営農で使用した主な農業用機械 (2) 以下の農業用施設の所有数を記入
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( ) 年間 、集落営農 使用 農業用機械 ( ) 以下 農業用 設 所有数 記

  について、所有形態別に使用台数を記入してください。   してください。

(3) 上記の農業用機械や施設を導入するための資金の調達方法について、該当する番号（すべて）を

　○で囲んでください。
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２　集落営農の収入の状況

     過去１年間の集落営農組織としての収入について、該当する番号（一つ）をそれぞれ○で囲んでく

  ださい。

     （総収入には、各種交付金等の受取額を含めてください。また、販売権を含めて受託した農作業

  受託による収入は、農産物販売収入に含めてください。）

うち、

３　集落営農の総収入の変化の状況

     集落営農組織の総収入について、設立年度から直近の事業年度の変化の状況として、該当する

  番号（一つ）を○で囲んでください。
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     総収入が設立年度に比べ増加又は減少した最も大きな要因として、該当する番号（一つ）を○で

  囲んでください。

４　財務諸表の整備状況

     財務諸表の整備状況について、該当する番号（すべて）を○で囲んでください。

５　経理実務の体制

    集落営農における経理実務の体制について、該当する番号（すべて）を○で囲んでください。
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【 ４ 】 集落営農の各種取組について

１　所得の向上に向けた取組状況

     所得の向上に向けて、営農活動において取り組んでいる活動や今後取り組む予定の活動につい

  て、該当する番号（すべて）を○で囲んでください。

２　農業生産以外の事業への取組状況

     組織として、農業生産以外に取り組んでいる活動や今後取り組む予定の活動について、該当する

  番号（すべて）を○で囲んでください。
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注：　 「農業生産関連事業以外の事業」とは、福祉タクシーや食事の宅配などの地域コミュニティビジネスや建設業

注：などの農業生産と関連のない事業が該当します。

３　法人化に向けた取組状況（集落営農が非法人である場合のみ、お答えください。）

     今後、法人になることを予定している場合、法人化に向けて取り組んでいる活動（すでに、取り組み

  が完了している場合を含む。）や今後取り組む予定の活動について、該当する番号（すべて）を○で

  囲んでください。
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ご協力ありがとうございました。質問は以上となります。

同封した返信用封筒によりご返送ください。同封した返信用封筒によりご返送ください。

- 5 -


